
、 ン ンポジウム 

ベンチャー振興，目利き ，大企業スピンアウト 

加 m  幸治 ( 株式会社イーシー・ ワ ン代表取締役社長 ) 

講演内容の趣旨 

大手商社で技術や 研究開発からの 新規事業開発を 長年担当し、 多くの案件の 中からいくつ 

かの事業化を 成功させた。 大きな案件としては、 2 億円の出資で 設立し約 10 年後に 1000 

億円の時価総額で 店頭上場した㈱ネットワンシステムズや NTT 光 エレクトロニクス 研究 

所の技術を米国に 持ち込んで事業化し 1000 億円以上で売却した 案件などがあ り、 これらは 

ベンチャーとの 取引関係経験が 大きく寄与したと 言える。 

本 講演は、 自分自身の経験をべ ー スに 、 次の二つの点をテーマとする。 

①一般的には 技術に不得意といわれる 商社にあ って、 先端技術を担当する 技術部を創設し 

成果を上げた 訳だが、 その過程を説明しながら、 外部から見た 研究所やメーカー、 そし 

て べンチャ一企業に 於ける研究開発と 技術開発、 技術の評価と 目利き、 事業化プロセス 

などについて、 感じた点をまとめる。 

②大商社での 36 年間の経験を 生かすべく、 早期退職し自ら IT ベンチャ 二 ㈱イーシー   

ワンを起業した。 当初から上場を 目標とし、 設立 5 年目にジャスダックに 上場して目標 

を達成した。 ソフトウエアを 部品化して再利用する 仕組みを構築し、 労働集約型の ソフ 

トウエア産業にイノベーションを 起こそうとしており、 イーシー・ワンをひとつのケー 

スとしてビジネス・モデルやべンチヤ 一 経営の課題などを 含め、 日本におけるべンチ ャ 

一の起業についての 私見を述べる。 
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研究・ 技緬 井田学会 
第 18 回年次学術大会シンポジウム 
「ナショナルイノベーションシステム (NlS) の進化と政 簾的 対応Ⅰ 
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2003 年 11 月 7 日 

於 東京大学先端科学技術研究センター 4 号館 

株式会社イ一 シ球 ワン 

代表取 笘枝 加山寺 浩 

て ・大全 菜の サラリーマン 

● 商社から見た R&D と新規 臆穏 挺出 

' 。 。 0"" 。 。 。 ， 。 。 '"" 。 " 。 ' 田 。 。 お ㏄ " 。 On"" ， ぼ   
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・ 1962 年 : 入社，発電設信販売 

， t964 年 : 三森下 務援糠 出向 :PCS から大型 TSS 援 

・ 1968 年 : 余接部門電算化 

， 1970 年 : 研究開発のマーケティシ グ 、 技術移転仲介 

・ 1988 年 : 抜櫛 部 初代部長、 技術ベンチャーへの 投黄 

， 1994 年 : 臆発 ダループ担当柱貫 桶佐 

・ 1996 年 : 億棟帝業担当役 且穏佐 ( 技師担当 ) 

， 1998 年 : 早期 退俺 、 ( 株 ) イーシ叫ワ ン設立 

社 マンとしてはユニークなキャリア 

・海外 腱珪経挨 がなく、 海外出張 200 回以 よ 
，初代技術 坤畏 (]988 ～ 2000) 
・技術を藤 吊 として取り扱う 

- 独立系研究所、 大学、 企 茉 ‥‥・ R&D マーケテボ ング 

一 欧米技術ベンチャ 一日本帝大‥・ 技術のマーケティンバ 

一 ベンチャーへの 出寅 ‥・手業投 寅 
- 合弁会社 技立 ‥‥‥‥ 

- 新会社 攻立 ‥。 ‥‥‥ 

- 知的所有権 の取扱い " …交渉 カ 

一 どうやって収益をよげるか 

- 抹 簾 に田 臆 はな い 
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・ネットワンシステムズ ( 日本に投 立 ) 
・ 円 R 洸 部品研究開発報道 ( 米国に設立 ) 
・デジタル認証技術 VeriS は n( 米国 : 出現 ) 

， Cymer エキシマレーサ H 米国 ; 山鉾 ) 

・上海にソフトウェア 会社投文 
，枝物高額研究所 ( 日本 : 合舞会社 ) 
・ A 叩 le  Computer との提携 

  MicroRIIVL；uptaゝechnologies@：orteヾoftware@ 
enComme ㏄ e など米国ソフトウエア 会社に出 鸞 

・。 。 。 " 田 。 。 " 。 ㎏ " 。 " 。 ・ ". 。 。 。 沖 。 m 沌 。 。 。 "",""   

2. スピンアウトしてべンチャーを 起業 
Ⅰ ピヲネ スモデ ' 。 

● 成長 

● なせ起 穏したのか 
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も且 k 
川 " 。 '0"" 。 ね。 "" Ⅰ 肚 。 dt" ロ "" 。 "" け 。 Ⅰ。 。 印卸け 。 ら 。 '"   

EC.One 設立の背 

・大手企業の 悩み 

ミ ス ピイ 経営 

，ベンチャービジネスの 台頭 

・ lT 革命インターネット 

オ ネットワーク 技術 

さ ソフトウエア 技綺 

吟 健の時代 
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■設立当初から 収益が上がりけによる 技術革新に 
連動した 急 成長が実現できるビジネスモデル 

■二つの事業の 組み合わせ 

ⅠⅠ @ 
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98 年 4 月 用 業 、 三田口沫ピル 
98 年 5 月 第三軒割当批正 :5 億円 ( 矢崎 構 業の引受 ) 
98 年 12 月 日ホ 初 EJB べース大型企業システムを 目発 ・ 穣 角 
00 年 6 月 子会社㈱ イ ンベストメントワン 技立 
00 年 9 月 cBank お表 
00 年Ⅱ 月枝立 発起人 :EJB コンポーネント・コンソーシアム 

0] 年 3 月 第三考割当 廿亜 :8 億円 
Oi 年 6 月 本社移転 ( 口ホ 括莱 堺町 ) 
Oi 年 6 月 サンマイクロシス チムス の出立 
Oi 年 9 月 cBankForum2001 ( 権 田 連 ホール ) 
Oi 年 9 月 Javaone にシルパースポンサーとしてを 加 
02 年 ] 月 北京に子会社「イ ー シオワン・チャイナ」 技立 
02 年 6 月 ・ジャスダック 上摂 
02 年Ⅱ 月 cBankFornUmm2002  ( 苗檎 プリンスホテル ) 

'" 。 w 宙 ' 。 。 m"k ㏄ 伽 d 吐 @0 。 ㏄ 卍巾 ㎞ ' 。 。 。 。 。 " 。 は ， ' ぼ   

・ 市篆煤億 :10a166115 億円， 労俺 人口は 515.462 人 

，初烏 投黄 少なく 捜入が 各局、 帝祖食禁の倒産争い 
・ピラ きソド 僻遠の 穏界 ; 従穏俺数 500 人城よの大手Ⅰ 00 社で 

・メーカ一系、 ユ一サー 素 、 独立系など 7 、 554 社 
・取引先は襄 枝 : 接造業 22.6%. 壷 Ⅱ・ 保挨 17.5%. 同業 圭 14% 、 公 

拐 ]2.3 、 坤 ・小売 9.6% 、 廿穏 以外のサ ーヒ ス 6.6% 、 迅 Ⅰ・ 迂佃業 6.5% 、 
サお ・ガス・ 燕供拾 ・ 水迫 3.] 托 、 硅技 ・不功 垂 ].9% 、 その他 6% 

，末末 が 53.9 Ⅹ (5 兆 7839 億 H  ) 
，研究音数 :25,3 Ⅱ 人 ( 構研実 音数の 4 、 6%) 
・一人当り研究 吏 :83 万円 ( 平均 280 万円 ) 

 
 

一 246 一 



--Wstxyt-@-y@- 

一 247 一 



・ 葮業 用の lT 超群薫への支援 

- 大企業との関係億集 

・ IT 臣違 新規 事穏は 簗の目 穏と 方向 礒宝 
一新技術との 笘は的 接触 ( 「流れ」を っ かむ ) 早期取り入れ 
- WS け業 との 相 無効果 
一抹 頁先 上 肝 ・売却などによるリターン 

・ nT ベンチャーへの 盤な 

一子会社 1-One 、 出現 先イ ホック ス 

、 lT に無点のビジネス モチル ・・ 、 ， " 

・何なしたいのか‥ ， ‥ 、 鍾 験を生かして 第 Z. の人生 
， 抹同 経営 寺 ， 後 推考・ ， ・ ，， ・ 

・ 自億 とやる気・ ， ‥ ，、 経常套としての 帝 俺を試す 

， 大きな 滴 れと連珠 ",." 目利き ，据 Ⅶ抜穂 
・ 頁軽 俺達 と上篆 ",.,, 小さく生んで 大きく育てる 

・軽い無持ち‥ 、 ‥・ どうにかなるさ 

，つき， ， ・ 、 ・ ， ? 0 ，， ? O? 
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3 。 目利き 
● 技術 窩転 

Ⅰ 研究開轟から 起穏 まで 

● 技術系ベンチャー 

● イ / ベーショ ，ノ ; 技術革新 

● イ ーシー、 ワンの % 台 
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研究開発から 起業まで 
Ba は eiteMemQrialInstItute の 億 

ノ ア 

 
 

 
 

・シーズ と ニーズの対応 

， 受け 穏 ‥， Pr0b!em  SoIving  : 

React Ⅰ   e 

古時が身近にあ る % 台 

， 攻め型 "  ,Idea  Sh0w ㎞ g  : 

Proact Ⅰ   e 

宙婚 が 遼 くにしかない 
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日本の研究，技術開発の 特徴 

Ⅰ・政府予算の 割合が低 い ( 対 全開発費 ) 

2. 家憶 製品にイノベーション 

3. 進んだモノづくり 

4. 技衛簾 人中心の時代が 畏い 

5. 知的所有権 の保 荘に敏括 

6.  NlH  (Notfnvented  Here) が低 い 

， 口ホ : ベンチャ一の 育成が健 涛 再生の億、 宙 温 前後に 庶 
      目利き 力 必要。 

，欧州 : 軸簾 桂に宙値 づけ。 退去の栄光。 受入れに問題。 
・イスラェ % 頑臆 豆田。 国全体がアイチア 売込み型の ハ 

描 か 戻っている。 シリコン・ クてレ一 がでなる。 
頭臆 、 政府の支援、 米田のような 文和主億キ VB 硅窩ゑ速 
に窩笘 、 先走回 が 技術を持ってⅠ 入 、 大きな市町、 二田芋 
の 有利さあ り、 Wfo とオリンピック 
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一抹 爾 、 市牡儂 ，アライアンス、 寅轟 ，経常音などを 
成長タイミングに 合わせて組合わせて 臆遼 

ank 
川 " ㎡Ⅰ " Ⅱ わ 。 " 自 Ⅰ ' Ⅰ。 ' 市 Ⅰ ' 。 "' ト " 。 。 巨 ⅠⅠ。 ヴ 硅田 つ '"   

起業から成長 
  

Ⅱベンチャ一のぬ 葉期に無点 
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，大全業主導社会 
- 人材 

- 冊 爽投億 

，技術導入 : ニ帝手 優位 

，応用・改良が 得意 

，丈度柱棟，モノづくり 
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- 知的 吏帝 : 特許、 ノウハウ、 帯作 権 、 商標など 

- 知的資産の甜 出と租篆 的な利用 

- 知的 養 葮の管理・保護・ 滴通 
- 独苗 曲技術開発、 技術の臆 業化 

一 この 伎 穏の増大 ; ベンチャー起業 

- ケアとコミュニケーション 

、 プロセス・イノベーション 
一生産エ程の 改良による イ / ベ * ション 

み 「患は的改革」 

・プロダクト・イノベーション 

一百付加 爾値授品 、 サ ーヒ スの思出によるイノベーション 

棄 「破壊的改革」 
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    鐙 ‥ O れ e 

コシポ ーホ ントベース・システム 

イノベーションを 起こす 
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4, 蛇足 
● 「 母業 Ⅰ か胡 成長」 へ 

● これからど う する ? 

  

，変化     こ ぞ安定 成畏     

，変化の継 爾 
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・いつ世代交代するか 

・社会貢献的な 意味合い 
な 強めてインキュ ベ一 
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静席 有珠 う ざざいました。 ( E 株 一 ma イ Ⅱ ーシ kayama0ec-one.com Ⅰワンへのお 問合せ     
URL@ www ， ec-one ・ co 
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